
 
2026年７月９日 

各   位 

会 社 名 今村証券株式会社 

代 表 者 名 取締役社長 今村 直喜     

（コード：7175 東証スタンダード） 

問 合 せ 先 取締役情報システム部長 伊藤 正裕 

（TEL 076-207-0181） 

（訂正）2026年７月３日に公表したＰＲ情報の一部訂正について 

2026年７月３日に公表いたしましたＰＲ情報「経済産業省が定める『ＤＸ認定事業者』認定に関する

お知らせ」におきまして、一部記載に誤りがございましたので、以下のとおり訂正いたします。なお、

次のページに訂正後のＰＲ情報を添付いたします。 

＜訂正箇所＞ 

【訂正前】 問 合 せ 先 取締役情報システム部長 伊藤 正裕 

（TEL 076-267-0181） 

【訂正後】 問 合 せ 先 取締役情報システム部長 伊藤 正裕 

（TEL 076-207-0181） 

  



  
2026年７月３日 

各   位 

会 社 名 今村証券株式会社 

代 表 者 名 取締役社長 今村 直喜     

（コード：7175 東証スタンダード） 

問 合 せ 先 取締役情報システム部長 伊藤 正裕 

（TEL 076-207-0181） 

経済産業省が定める「ＤＸ認定事業者」認定に関するお知らせ 

今村証券株式会社（取締役社長：今村 直喜、以下「当社」）は、2026 年７月１日付で経済産業省が定

めるＤＸ認定制度に基づき、「ＤＸ認定事業者」に認定されましたのでお知らせいたします。 

当社は、デジタル技術の急速な進化による顧客ニーズの多様化や、地域金融を取り巻く競争環境の激

化を、当社のビジネスモデルを進化させる重要な『機会』と捉え、当社の強みである地域密着型の対面

営業とＤＸを融合させることで、双方の利点を活かした高度な顧客サービスを提供し、地域のお客様と

の信頼関係の更なる深化を目指してまいります。 

■ＤＸ認定制度とは 

ＤＸ認定制度とは、「情報処理の促進に関する法律」に基づき、「デジタルガバナンス・コード」の

基本的事項に対応し、ＤＸ推進の準備が整っていると認められた企業を国が認定する制度です。 

■当社のＤＸ推進に向けた取組み 

(1) データ分析・利活用を経営に活かし意思決定を高度化 

当社は、社内に分散して蓄積されているあらゆるデータをより有効活用するため、データレイク

実証実験を実施しております。これにより、ＢＩツールやＡＩの分析能力を強化することで、デー

タ分析・利活用による経営（データドリブン経営）を実現し、営業活動や財務管理に関する迅速か

つ機動的な意思決定を行うことができる体制を構築しております。 

(2) お客様への情報提供の向上とそれによるお客様エンゲージメント強化 

当社は、お客様の利便性の向上を図り、スマートフォンアプリ「ｉＰｏｒｔａｌ」の機能拡張を

推進しております。これにより、お客様エンゲージメントのより一層の強化及びお客様との信頼関

係の更なる深化につなげてまいります。 

(3) 社内業務効率化と生産性向上 

当社は、ＤＸ推進部門である情報システム部が主体となり、日々の業務のペーパーレス化やＲＰ

Ａによる手入力の自動化を促進し、社員一人ひとりが価値創造活動に集中できる環境を整備してお

ります。また、ＡＩを利用したエージェントの構築実験を行い、会社全体の更なる生産性向上につ

なげてまいります。 

以 上  


